
ヤサイゾウムシに対するセリ科植物の誘引性

食葉性昆虫の寄主決定比関する研究 E‘

杉山章卒・松本義明

緒 言

筆者らは，前報まで仁，ジウジパナ科植物がヤサイゾウムジ Listroderescostirostris obli抑制

Klugの数ある食草中，重要な地位をしめていること仁着目し，ジウジパナ科植物の特異的な揮発

成分として考えられているカラジ油類に対する静化幼虫の走化性を実験した処，供試9種類の力ラ

ジ油のすべて仁対して，幼虫は明瞭な正の走化性反応を示したことを報告した.またジウジパナ科以

外仁もキツレツカ，パパイヤなどカラジ泊あるいはその配糖体を含有する植物葉をよく摂食すること，

並びにその汁液仁対しても，ジウヲバナ科植物汁液と同様，よく正の走化性反応を示すことを明ら

か仁したその結果，カラジ油類仁対する走化性が，この虫のジウジパナ科植物摂食の。際の寄主認

知行動lこ重要な役割を演じているものと推論したのであるが，その際，セリ科植物もその数の点、で，

ジウジパナ科仁次いで本種の食掌中主要な地位をしめることを指摘しておいたく杉山 ・松本1957，

1959). 

我が園で最初にこの虫が発見され，害虫として問題lこされる仁ひたったのは，当倉敷市近郊の採

種用二ツジγ仁加害し，経済的な損失を与えていたのにはじまり，当時はニツジンゾウムシ (carrot

weevil)と仮称されていた〈湯浅・服部 1949，白神 ・石井1950). 日本でのセリ科栽培作物は

二ツジンの他には，ほとんE一般的なものがないためか，圃場仁おける加害の報告も二γジシ以外仁は

あまりないよう.であるが，北米仁おいては二γジγをはじめ，他のセリ科作物の被害も数多〈報告され

てやるくBeckham1953， High 1939， Lewis 1927，、Lovell1932，その他).

他方セリ科植物は互い仁相似かよった種々 のにおいで特徴づけられ， しかもこれらのにおいはよく似

ているととも仁，おのおのの特性を持ってやるこども認められてやる.Dethier (1941)はアゲハの一種

Patilio ajax しの幼虫がセリ科の精油類並びlこその主要成分を畏みこませた浦紙に誘引され，摂

食を試みることを実験し，この誘引性が同種の寄主がセリ科植物仁限られていることの化学的主要

因子であるとした.

ヤサイゾウムジ仁ついても，セリ科が重要な寄主植物の一群をしめることから，そのセリ科植物摂

食の際の寄主決定因子解明の第一段階として，上記Dethierの実験左同様の試みがなされてよい

であろう.筆者らは， ここ仁，これまでlこ知られたヤサイゾウムジのセリ科食餌植物をまとめるととも

仁，セリ科の精油及びそれらの主成分のいくつかを用いて，解化幼虫の走化性を検討した結果を報

告する.

セリ科食餌植物

これまで仁文献仁記載された本種のセリ科食餌植物並び仁筆者らが実験仁より摂食を確認した食

餌植物を整理統合したものを第 1表に掲げる.本種の食草仁ついての報告はすこぶる多いが，ここ仁

は19種の報文について調べた結果をまとめた.筆者らの用ひた供試虫は瞬化幼虫及び羽化直後の
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盛食期仁ある成虫であるが，この成虫は供試前までサツトウハクザイで飼育されていたものである.実

験はすべて200C.暗黒条件下仁おかれたジャーレ内で行なわれ，供試植物業を与えてから24時間

後仁摂食の有無を記録した.

この表に示したように，現在までに 14種類(変種を含む〉のセリ科植物の摂食が確認されている

が，この中， 日本からは7種が報告されたこと仁なり，筆者らによって新たにハマボウフウの摂食が記

録された.なお従来の報告及び筆者らの実験でも，摂食の拒否されたセリ科とやうものは報告されて

いなし¥ この点については，さらに検討を要すると思われる.

第 2表 セリ科植物の主要芳香成分

Anethole Atium graveo/ens L. var. dulce DC. celery 
セJレ9-Foen'・'cu/umcati/laceum Gilib. Javanese I 

fennel ~? But/eurum fruticosum ，L. Hasenohr 

Foenicu/um vu/gare Mi払 fennel ウイキ ，， ~t Cachrys a/tina Bieb. 

Myrr州hi，必sodorata Sc∞0句p.My許rr巾he阻nker巾bel 1 Carum Ca町rviばばiL. c伺arawa町yヒメウイキ 冨ウ

Oω'sm仰 or川r州hiza/on.昭g伊必か似i仙i“sD即C.S卸we制e“ta卸ni恥s総e t Cωar印umcゆφt仰iμcu馴mBen北叫tl此t
ニイタカナ究ガfジラ tII Coriandrum sativum L. coriander 

Pimtine//a Anisium L. Aniseアユス l コエγ ドロ

Carvone 

Anethum graveo/ens L.* dil1イノ γ ド

.Itnethum Sowa DC. Japanese di11 

Carum Carvi L. carawayヒメウイキョウ

p-Cymol 

? Ange/ica Archangelica L. angelica 

? Cachrys a/，ρina Bieb. 
Carum cotticum Benth. et H. ajowan 

Cicuta virosa L. water hemlockドタゼり

Coriandrum sativum L. corianderコエγ ドー

Crithmum maritimum L. Seefenchel 

Cuminum Cyminum 'L. cumin 

? Foeniculum vu/gare Mi11 fennelウイキョ 歩

Ligusticum acuti/obum Sieb. et Zucc.トウ帯

Fenchone 

Foenicu/umρψeritum DC. Eselsfenchel 

Foenicu/um vu/gare Mi1L fennelウイキ冨 ゆ

Limonene 

Anethum graveo/ens L. di11イノ γド

Crithmum maritimum L. Seefenchel 

Cuminum Cyminum L. cumin 

? Daucus Carota L. carrotュγジγ

Feru/a galbaniftua Boiss. et Buhse 

Foenicu/um vu/gare Mi11. fennelウイキョウ

Peucedanum Ostruthium Koch. masterwort 

Si/er tri/obum Scop. Rosskummel 

? Sium cicutaefo/ium Schrk. 

Sium /atifo/ium L. Breitblattriger Merk 

d-Linall∞l 

Coriandrum sativum L. coriander 
コェγ ドロ

Carvacrol 

Ange/ica /evisticum Bail10n lovage 

Carum cotticum Benth. et H. ajowan 

Tbymol 

Carum cotticum Benth. et H. ajowan 

Ptychotis vortici/lata Duby 

本 Dethier(1941， 1947)はcarvoneを含有すoセリ科植物として Pseucedanumgraveo/ons Benth. 

et H.を挙げているが， これは Peucedanumg.の誤りであって， しかもこれは A.graveo/ens L.の

synonymである

?当該成分の存在がやや不確かな植物

引用文献:Dethier (1941， 194η， Guenther (19印下平尾(1939)，Thies & VVehmer (1932)， 

VVehmer (1931， 1935) 
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セリ科植物の主要芳香成分

Dethier (1941)は人間に感知し得るセリ科植物のにおいの一般的なものとして， carrot， ca悶-

way， anise， coriander， ce1ery， ferula及び angelicaの7種を挙げ， caraway臭は carvone

により， anise臭は methylchavicol (=estragol)， anethole， anisketone及び anisaldehyde

仁， coriander臭は coriandrol(=d-linalool)仁， celery臭は sedanolide仁， ferula臭は

disulphide類，特に CllHzoSz仁もとづくものであるとし，これら主要芳香成分のセリ科並びにその

他の植物における分布を表仁総括してやるが，筆者らは，これら仁さら仁 d-，l-limonene， p-cymol， 

fenchoneなどを加えたい.Dethierの表と一部重複するが，筆者らが文献によって調査したセリ

科主要芳香成分のセリ科における分布を次表仁示す(第2表).

anethole はアニス，ウイキョウ精油のそれぞれ80-90%，50-60%を占め， carvone はイノツド

(40-60%)，ヒメウイキ=ウ (50-60%)，及び Japanesedi1l (約 30%)各精油の， fenchone 

はウイキョウ精油 (10-20%)の主成分であり， d-limoneneはセルリー精油の大約 60%を占め，

Sium latifolium精油の主成分である.またコ工γドロ精油の主成分は d-linalool(60-70'め

である.p-cymolは thymol(40-50%)ととも仁アジヨワツ精油の主成分の 1つをなす.多くの

場合 thymolには carvacrolが伴って存在するという.

なおこれら上記各成分は，その構造式から分類すれば，テルペγ族炭化水素(1imonene)，テル

ペγ族アルコール (linalool)，テルペγ族ケトγ(carvone，fenchone)， 芳香族炭化水素 (p-

cymol)， 1価フェノール (thymol，carvacrol， anethole)に属する.またとの他にセリ科仁は

phellandrene，テルペγ族炭化水素;anisaldehyde，芳香族アルデヒド;anisketone，芳香族ケ

卜γ;methyl chavicol (= estragol)， 1価フェノール;apiole， 4価フェノールなどがその芳香成

分として知られている〈第3表参照).

セリ科精油及びその成分に対する走化性

上述のようにセリ科植物にはいくつかの特記すべき精油成分があるわけで，これらに対するヤサイゾ

ウムシ解化幼虫の走化性を実験した.

材料及び方法 この実験の大部分は前報(杉山・松本 1959)のカラシ油類に対する走化性実

験と同時期仁行われたもので，材料並びに方法は一二の例外を除いて前報に記載した通りである.

供試勝化幼虫の母成虫は前報と同じくサγ卜ウハクサイ葉で飼育されたものであって，セリ科植物

で飼育されたものでないことを附記しておく.

精油各単一成分のメタノール溶液における供試用量は 1X 101~-n， 3 x 100--
nmgの数段階

であるが，精油類では 1x101~-Dmg とした.

供試精油及び各成分中， anethole， l-linalool， d-limonene， fenchone， carvacrol， thymol は

片山化学 K.K.より， p-cymolはドイツメルクのもの，その他は小川香料K.K.より購入したも

のである.

実験 結果 前報と同様仁規定された最適誘引用量及びその最高反応虫数を第 3表仁掲げ

たが， carvacrol， thymolを除いて，他の供試精油及び各単一成分は，いずれも顕著な誘引性を

示した.

芳香族炭化水素の p-cymolが明瞭な誘引性をもつのに反し，これにOH基 1個が添加されたフ
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第 3表 セリ科精油類並び仁主要成分に対する走化性

Oil b. p. (13C) 

Anethole C1oH120 234 

l-Carvone CloHl~O 230.5 

p-Cymol C1oH14 176.5 

Fenchone C1oH160 193 

d-Limonene C1oH16 177 

l-Linal∞l C1oH180' 198 

Carvacrol C1oHaO 237.5 

Thymol CloHl~O mp.51.5 

Caraway seed oil (d・Carvone)ホ

Celery seed oil (d・Limonene.Sedanolid) 

Coriander seed oil (d-Linal∞1) 

Dill weed oil (d-Phellandrene) 

Parsley seed oil (Apiol) 

Anisaldehyde C8Hs02 248 

供試虫数:30x5 実験温度:250C，陪

Optimum Attracted 
dosage (mg) insects 

(1 X 10-1) 85: 1 

3x10-8 79: 2 

1 X 10-1 78: 5 

3x 10-8 53: 7 

(3x 10-8) 82: 7 

1x10-2 93:1 

Not attractive (1-1 x 10-6) 

Not attractive (1-1 x 10-6) 

1x10-2 54:2・

1x10-2 80:4 

1 X 10-2 

1 X 10-2 

1 x 10-8 

Attractive 

124: 0 

77: 4 

94: 5 

*括孤内は主成分を示す 綬右端の数字li対照区小試験管にはいった虫数

ェノールの thymol，carvacrolには全く誘引性が認められなかったことは興味深し¥ちなみじこの3

者は互いに類似のにおいをもち，特に thymol，carvacrolは酷似のやわゆるチモール臭を有してや

る.また Dethier(1941)仁よれば， P. ajaxの幼虫はこれら 3者に誘引されなかったという.

Anisaldehydeは供試虫数の不足のために数値で表示するにはいたらなかったが， 予備実験の結

果，やはり顕著な誘引力を示した.

以上の供試各単一成分の誘引効果を前報に記事tの方法で比較した処.fenchone は他のいずれ

よりも誘引効果低<.危険率5%で他の各成分との聞に有意の差を認めた. caraway， dil1， 

coriander， celery， parsley oil仁ついては，各精油とも数種化合物の混合物であり， また実験用

量各段階の間隔が大きいので，誘引力の比較はしなかった.

linall∞，1， limonene，回rvoneはそれぞれ1， d， 1型のみ供試し得， d， 1 ，d型は入手出来な

かったので， d， 1各型の誘引力の異同を論じ得なやのは遺憾であるが， linaloolにつやては， corian-

der間 edoi1の60.....70%は d-linaloo1と考えられるので， d型も 1型ど同様に顕著な誘引力が

あるとみて差支えないであろう.同様に carawayseed oilの主成分をなす carvoneはd型である

ので， d， 1両型ども誘引力があるとみてよいであろう.

また供試し得た精油類は dillのweedoilを除いて， 他は seedoilであり， weed oilと田ed

oi1とでは成分的に可成り相異する場合もあるわけで，これらの点はさら仁検討を要するであろう.

しかし，やずれにしても，これらセリ科の代表的とされる精油成分に解化幼虫が誘引されたことは

明瞭な事実であって，ジウジパナ科におけるカラジ油に対する走化性と同様，セリ科の各香気成分に

対する走化性がこの虫のセリ科植物を寄主として認知する行動に重要な役割を果してやるものと考え

られる.

一方セリ科楠物業の汁液lこ対しても解化幼虫は顧著な正の走化性反応、を示した(第4表).
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第 4表 セリ科植物業汁液仁対する走化性

強
~ ，f..鈴raeぬdiJll隙ct冨 τ鴻.1iD8eCta used 

Apium Petrose/inum leaf j叫.ce

H20 

51帥。 150 

Cryptotaenia canadensis japonica leaf juice 

H20 

叫
位

A

U

o

s

n

u

o

g
唱

A

n

'

F

b

n

y

-

-

m

M

E

-

-

a

n

宮

150 

Daucus Carota leaf juice 

H20 
1∞ 

Oenanthe sto/onifera leaf juice 

H20 
1ω 

Phellopterus /ittora/is leaf juice 

H20 
150 

Citrus Aurantium nobi/is rind j叫ce

H20 

32 

1 
150 

本供試植物業一定量を乳鉢で磨砕. 適宜水で稀釈， 3.∞Or.p.m.5分間違心分離して得た上層液

容量:供試汁液，対照の水ともに小試験管1本当り 0.05ccずつ

柿実験1時間後における反応虫合計数，ジャーレ組数5 温度250C，暗

用いた汁液の濃度が最適誘引渡度であったかどうかは明らかでない

ニンジン薬の磨砕汁液は一部種子と同様の香気を有し，種子精油香気の主成分は carotolC15 

HZ60 (セスキテルペツアルコール〉であって，幼虫は結局 carotol仁も誘引されると考えてよいであ

ろう.

また果皮精泊中に d-limoneneを90%以上含有すると言われるミカツの果皮を磨砕調製した汁

液に対しても幼虫はよく誘引された(第4表最下段).

次ぎ仁各供試精油成分の沸点と最適誘引用量との関係であるが，これ仁ついては前報仁おいて，

数種のカラジ油類の沸点と最適誘引用量との間仁対数的にほぼ直線の関係がみられることを報告

し，併せてHinal∞1，l-carvone， fenchone， p-cymol仁もこの関係、が適用されることを図示 ・記

述しておいた(杉山・松本1959).そしてこの現象が他の一般芳香性誘引物質仁も適用されるかど

うかは，今後さら仁多くの化合物について試験する必要がある旨述べておやたのであるが，残念なが

ら，その後この関係をより確かにすべき実験は今までの処行なわれていない.

なお供試誘引物質中， anethole は実験方法中メタノーJ[;蒸発除去の操作が若干異なり，また

d・limoneneはメタノールに対する溶解度低く，アセトγを溶剤に用いたので，前述のグラフには当

てはめられなかった.

考 察

筆者らは既述したようにいままでにヤサイゾウムシの解化幼虫がカラジ油類，セリ科の代表的な精

油成分に誘引されることを明らかにし，これら芳香物質に対する走化性が，ジウジパナ科あるいはセ
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リ科植物を寄主として認知する上仁役立っているものと考えているわけであるが，これらの結果から，

ヤサイゾウムジのような広食性昆虫であっても，従来しばU!考えられてきたような，広食性昆虫仁お

いては単食性あるいは狭食性昆虫と異なり，植物に毒物質あるいは忌避要素を含まない限り，植物

を寄主とする仁当って， 無差別な攻撃を試みるというものではなし 植物それぞれの発する香気を可

食性の信号として受取り，攻撃するものと考えてよいであろう.ただ，単食性乃至狭食性の昆虫と

異なり，本虫仁おいては選好する香気の範囲が広いものと思われる.

一方最近，佐々木 ・渡辺氏等は桑葉を寄主とする単・狭食性の代表的昆虫のーっと考えられ

てきたカイコに対する桑葉中の誘引物質を研究したが，幼虫は意外にも数多くの植物呑気に対して

正の走化性を示し，このことからカイコを誘引する桑葉香気の成分は植物界に広〈分布するものであ

ろうとの推定を下し，実験を進めた結果，青葉アルコール，青葉アルデヒドがそのま秀引物質であるこ

とを明らか仁した〈佐々 木 ・渡辺 ・田阪 1951，VVatanabe 1958).ヤサイゾウムジ仁おいても，カ

ラシ袖， セリ科精油成分なE各植物仁特有の芳香物質仁対する走化性と同時に， その広食性から

考えて，青葉アルコール，青葉アルデヒド仁対する走化性も多分に可能性のあることと思われる.

また広食性昆虫である本虫の場合，さらに芳香性物質を検索していくならば，なお幾多無数の芳

香性物質が誘引性を示すことは想像に難くない. しかしすでに筆者らは， thymol， carvacrolの

ように誘引力のない物質のあることも知り， また誘引性のある物質の聞にもその誘引力の強きが相互

仁異なることも明らか仁したのであって， このことは本種仁とって， どのような種類のにおい感覚を与

える物質が好適であり，また思避されるのかということが重要な問題となることを意味する. しかし残

念ながら， ζ主~というエネルギー，またそれ仁もとづく嘆感覚を適確仁表現する合理的な測定方法

が確立されてゃない現在仁おいては，この問題の解決は非常に至難なことと言わなければなちない.

嫡 要

1 )これまで仁知られたヤサイゾウムジのセリ科食草を整理統合するι14種類を挙げることが出

来，種類数の点で，セリ科は，キク科，ジウジパナ科に次いでヤサイゾウムジの食草中重要な科を占

める.

2)セリ科の代表的な芳香成分としてanethole，anisaldehyde， carvone， p-cymol， limonene， 

linal，∞lなEが知られてやる.

3)僻化幼虫を用いて， anethole， 1・carvone，d-limonene， l-linalool， fenchone， p-cymol 

及び carawayseed oil， coriander詑 edoi1， celery seed oi1， parsley seed oi1， di11 weed 

oi1に対する走化性を調べた処，いずれも強い正の反応を示した. しかし p-cymolに OH基が1

個添加されたフェノールの thymol，carvacrolには誘引力は認められなかった.fenchoneは他の

単一成分の~，ずれよりも誘引力が弱~'.また予備実験の結果 anisaldehyde 仁も誘引性を認めた.

4)ニツジツ，セリ， ミツパ，パセリ，ハマボウフウ各セリ科植物業の磨砕汁液も誘引性を示じ

た.d-limoneneを多量に含有するミカン果皮の磨砕汁液にも誘引された.

5)以上の結果から，ヤサイゾウムジ解化幼虫がセリ科植物を若手主として認知する行動仁は，セ

リ科各植物から発散すると考えられる anethole，carvone， p-cymol， linalool， limoneneなど特

有の芳香物質に対する走化性が関与しているものと思われる.
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